
 

●
Ｚ
Ο
Ｚ
Ο
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

⑴ �

目　

的　

日
高
川
町
冠
協
賛
試
合

「
ヤ
ッ
ホ
ー
ナ
イ
タ
ー
」
の
開
催

に
伴
う
本
町
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン

ト
等
の
取
り
組
み
状
況
の
視
察

⑵ 

実
施
日　

８
月
４
日
（
火
）

⑶ �
概　

要　

　

�　

本
町
が
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン

ズ
球
団
と
連
携
し
て
行
う
冠
協
賛

試
合
に
つ
い
て
、
実
際
の
現
場
で

本
町
の
魅
力
情
報
が
ど
の
よ
う
に

発
信
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
観
光
振
興
、

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
ふ
る
さ
と
納
税

な
ど
の
情
報
発
信
に
つ
な
が
る
可

能
性
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

⑷ 

意　

見

　

�　

プ
ロ
野
球
の
試
合
と
い
う
非
常

に
多
く
の
方
が
集
ま
る
場
所
で

「
日
高
川
町
」
と
い
う
名
前
を
発

信
で
き
た
こ
と
は
、
本
町
の
知
名

度
向
上
と
い
う
点
で
非
常
に
大
き

な
意
味
が
あ
り
、
普
段
、
本
町
を

訪
れ
る
こ
と
の
な
い
関
東
圏
の

方
々
に
対
し
町
の
名
前
や
特
産

品
、
観
光
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ

く
良
い
き
っ
か
け
作
り
に
な
っ
た

と
と
も
に
プ
ロ
野
球
と
い
う
非

日
常
的
な
空
間
の
中
で
町
を
Ｐ

県
外
視
察
報
告

県
外
視
察
報
告

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
単
な
る
広
告
と

は
違
っ
た
形
で
、
来
場
者
の
印
象

に
残
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
。
「
ヤ
ッ
ホ
ー
ナ
イ
タ
ー
」
と

い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
当
町
ら
し
い

も
の
で
あ
り
、
出
店
し
た
鮎
の
一

夜
干
し
５
０
０
食
の
完
売
や
抽
選

会
で
の
景
品
配
布
な
ど
、
十
分
に

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

　

�　

ま
た
、
冠
協
賛
試
合
の
開
催
自

体
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
の
機
会
を
今
後
の
取
り
組
み
に

ど
う
つ
な
げ
て
い
く
の
か
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。
例
え
ば
、
試

合
会
場
で
日
高
川
町
の
特
産
品
や

観
光
施
設
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
地
元
イ
ベ
ン
ト
の
紹

介
、
本
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
誘
導
す

る
仕
組
み
作
り
を
す
る
こ
と
で
試

合
当
日
に
日
高
川
町
を
知
っ
た
方

が
、
そ
の
後
も
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　

本
町
に
は
、
柑
橘
や
南
高
梅
を

　

は
じ
め
と
す
る
農
作
物
や
加
工
品

　

な
ど
全
国
に
発
信
で
き
る
魅
力
的

　

な
地
域
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

派
遣
日

　

令
和
８
年
８
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

５
日
（
水
）

派
遣
先

　

千
葉
県
千
葉
市

　
　

Ｚ
Ο
Ｚ
Ο
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

　

千
葉
県
長
南
町

　
　

�

ち
ょ
う
な
ん
西
小
（
仲
間
と

泊
ま
る
学
校
）

　

千
葉
県
鋸
南
町

　
　

道
の
駅 

保ほ

だ田
小
学
校

派
遣
議
員

　

薮
井　

貴
史
、
龍
田　

安
廣

　

山
本　

芳
徳
、
熊
谷　

重
美

　

山
本　

喜
平
、
入
口　
　

誠

　

原　
　

孝
文
、
長
岡　

正
博

　

堀
江　

才
二
、
伊
奈　

禎
胤

　

西
川　

富
雄　
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こ
う
し
た
地
域
資
源
を
よ
り
効
率

　

的
に
発
信
す
る
こ
と
に
期
待
し
た

　

い
。

　

�　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
大
き

な
発
信
力
を
持
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
と

本
町
が
結
び
つ
い
た
こ
と
に
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
、
今
後
も
千
葉

ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
球
団
と
の
継

続
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本

町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
た
。

 

●
ち
ょ
う
な
ん
西
小
学
校
（
仲
間
と
泊
ま
る
学
校
）

⑴ �

目　

的　

廃
校
施
設
の
利
活
用
事

例
の
視
察

⑵ 

実
施
日　

８
月
５
日
（
水
）

⑶ �

概　

要

　

�　

ち
ょ
う
な
ん
西
小
学
校
は
、
廃

校
と
な
っ
た
小
学
校
施
設
を
活
用

し
、
新
た
な
地
域
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
し
て
い
る
成
功
事
例
で
あ

り
、
実
際
の
施
設
を
見
学
す
る
と

と
も
に
施
設
運
営
管
理
者
で
あ
る

株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
か
ら
廃
校
に

至
っ
た
経
緯
、
施
設
の
活
用
方

法
、
運
営
体
制
、
利
用
状
況
、
地

域
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。

　

�　

施
設
運
営
管
理
者
が
１
億
円
を

拠
出
し
、
既
存
の
校
舎
、
教
室
や

体
育
施
設
な
ど
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
に
よ
り
新
た
な
人
の

流
れ
や
交
流
を
生
み
出
す
施
設
に

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
団

体
な
ど
と
も
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
能
力
を
活
用
す
る

こ
と
で
継
続
的
な
施
設
運
営
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

⑷ 

意　

見

　

�　

廃
校
施
設
の
利
活
用
を
進
め
る

た
め
に
は
、
施
設
ご
と
の
立
地

条
件
、
建
物
の
状
態
、
維
持
管
理

費
、
改
修
費
等
を
整
理
し
、
利
活

用
の
可
能
性
を
把
握
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
上
で
行
政
だ
け
で
利

活
用
の
方
法
を
決
定
す
る
の
で
は

な
く
、
地
域
住
民
や
地
域
団
体
、

民
間
事
業
者
か
ら
幅
広
く
ア
イ
デ

ア
を
募
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

民
間
事
業
者
へ
の
貸
与
や
指
定
管

理
な
ど
施
設
ご
と
に
最
も
適
し
た

運
営
管
理
方
法
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
た
。

　

�　

今
回
の
視
察
を
通
し
て
、
廃
校

施
設
の
利
活
用
は
、
単
な
る
公
共

施
設
の
再
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
、
交
流

人
口
や
関
係
人
口
の
創
出
、
地
域

産
業
の
振
興
な
ど
、
地
域
づ
く
り

に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
つ
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
改
め
て
認

識
し
た
。
本
町
に
お
い
て
廃
校
施

設
の
利
活
用
を
検
討
す
る
際
に

は
、
長
南
町
を
は
じ
め
と
す
る
先

進
地
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

慎
重
に
地
域
特
性
に
適
し
た
利
活

用
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
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●
道
の
駅 

保ほ

だ田
小
学
校

⑴ �
目　

的　

廃
校
施
設
の
利
活
用
事

例
の
視
察

⑵ 
実
施
日　

８
月
５
日
（
水
）

⑶ �

概　

要

　

�　

旧
保
田
小
学
校
は
、
平
成
26
年

に
小
学
校
と
し
て
の
役
割
を
終

え
、
そ
の
後
に
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
平
成
27
年
12
月
に
「
都
市

交
流
施
設
・
道
の
駅
保
田
小
学

校
」
と
し
て
開
業
し
た
。
施
設
名

称
に
は
、
小
学
校
の
名
称
を
そ
の

ま
ま
利
用
し
、
校
舎
や
教
室
な
ど

の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
、
直
売

所
、
飲
食
施
設
、
宿
泊
施
設
等
を

整
備
し
、
年
商
約
10
億
円
、
来
場

者
は
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
る

施
設
で
あ
り
、
地
元
農
産
物
や
特

産
品
の
販
売
、
地
域
情
報
の
発
信

な
ど
を
行
い
、
単
な
る
休
憩
施
設

と
し
て
の
道
の
駅
で
は
な
く
、
地

元
観
光
・
産
業
・
交
流
施
設
と
し

て
機
能
し
て
い
る
。

　
�　

ま
た
、
大
規
模
な
改
修
を
し
て

い
な
が
ら
も
廃
校
と
な
っ
た
小
学

校
の
「
学
校
ら
し
さ
」
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
施
設
の
魅
力
と
し
て

活
用
し
て
お
り
、
教
室
な
ど
の
既

存
施
設
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
他

の
道
の
駅
と
は
違
い
「
懐
か
し

さ
」
や
「
非
日
常
感
」
を
生
み
出

し
、
そ
れ
自
体
が
観
光
資
源
と

な
っ
て
い
る
。

⑷ 

意　

見

　

�　

今
回
の
視
察
で
最
も
参
考
と

な
っ
た
の
は
、
「
廃
校
」
と
い
う

課
題
が
「
地
域
資
源
」
に
転
換
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
施
設

の
維
持
管
理
は
、
老
朽
化
対
策
な

ど
行
政
に
と
っ
て
は
負
担
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
一
方
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
は
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

大
切
な
場
所
で
あ
り
、
保
田
小
学

校
で
は
、
「
学
校
」
と
い
う
特
徴

を
消
す
の
で
は
な
く
、
前
に
出
す

こ
と
で
他
の
道
の
駅
と
の
差
別
化

を
図
っ
て
い
た
。

　

�　

本
町
に
お
い
て
も
、
廃
校
施
設

を
単
に
維
持
、
保
存
す
る
と
い
う

考
え
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
施
設
と
し
て
活

用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
農
産
物
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
資
源
が
豊
富
で
あ

る
本
町
に
と
っ
て
、
農
林
業
、
観

光
、
特
産
品
、
地
域
文
化
な
ど
と

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
廃
校
施

設
を
地
域
の
新
た
な
交
流
拠
点
施

設
と
し
て
整
備
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
た
。
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●
央
和
中
学
校

 

現　

況

生
徒
数

　

１
年
生
36
名
、
２
年
生
46
名

　

３
年
生
51
名
、
計
１
３
３
名

ク
ラ
ス
数

　

�

１
年
生
（
１
）、
２
年
生
（
２
）、

３
年
生
（
２
）、特
別
支
援
学
級
（
２
）

施　
　

設

　

�

校
舎
、
体
育
館
、
技
術
・
美
術

棟
、
部
室
棟
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
給
食
調
理
棟

部
活
動

　

�

運
動
部
（
５
）
陸
上
競
技
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
野

球
、
卓
球

※�
シ
ー
ズ
ン
に
駅
伝
部

　

文
化
部
（
１
）

通
学
方
法

�　

広
域
な
校
区
で
あ
る
た
め
ス
ク
ー

ル
バ
ス
に
よ
る
通
学
体
制
と
し
、

旧
早
蘇
中
校
区
は
自
転
車
通
学
で
あ

る
。
（
旧
丹
生
中
、
旧
中
津
中
、
旧

美
山
中
の
３
校
区
は
バ
ス
通
学
）

　

５
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
。
下
校
に
つ
い
て
は
部
活
動

の
時
間
も
考
慮
し
、
早
い
便
と
遅
い

便
で
運
行
し
て
い
る
。

職
員
体
制

�　

新
た
に
校
務
員
が
配
置
さ
れ
、
日
常

的
に
学
校
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

 

授
業
の
参
観

　

生
徒
数
が
多
く
な
り
、
落
ち
着
い
た

様
子
で
授
業
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
、
授
業
内
容
も
充
実
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
使
用
し
た
授
業
も
あ
り
）

 

施
設
の
見
学

・�

校
舎
が
増
改
築
さ
れ
、
専
門
科
目

棟
も
整
備
さ
れ
、
良
い
環
境
に

な
っ
た
。

・�

吹
き
抜
け
や
大
き
な
窓
を
生
か
し
た

開
放
的
な
校
舎
と
な
っ
て
い
る
。

�

・�

教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
快
適
な
環
境
の
下
で
学

ん
で
い
る
。

�

・�

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
が
設
け
ら

れ
、
生
徒
へ
の
ケ
ア
が
出
来
る
環

境
も
整
っ
て
い
る

�

・�

体
育
館
に
は
、
新
た
に
空
調
設
備

が
整
備
さ
れ
た
。

 

感
想
と
意
見

・�

４
月
に
開
校
し
て
間
も
な
い
が
、

学
校
運
営
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
て

い
る
よ
う
だ
。

�

・�

部
活
動
も
多
人
数
と
な
り
活
気
が

あ
り
、
統
合
の
効
果
が
出
て
い
る

と
感
じ
た
。

・�

少
人
数
の
学
校
か
ら
多
人
数
の
学

級
に
馴
染
み
に
く
い
生
徒
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
注
意
深
く
見
守

る
体
制
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

�

・�

今
年
度
の
生
徒
数
１
３
３
名
が
最

多
で
、
３
年
後
に
は
１
０
０
人
台

に
減
少
す
る
と
の
予
測
で
あ
り
、

10
年
、
20
年
後
の
こ
と
も
考
え
る

必
要
性
を
感
じ
た
。

�

・�

バ
ス
通
学
の
管
理
は
教
職
員
が
担

当
し
、
乗
車
確
認
等
、
気
の
抜
け

な
い
校
務
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
た
。

町
内
視
察
報
告

町
内
視
察
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

７
月
10
日
（
金
）
町
立
央
和
中
学
校
の
現
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
町
の
防
災

対
策
及
び
防
災
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
把
握
す
る
た
め
、
両
施
設
を
調
査
し
た
。
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●
防
災
セ
ン
タ
ー

 
防
災
対
策

　

令
和
８
年
よ
り
気
象
の
警
報
が
大

き
く
変
わ
り
、
警
報
レ
ベ
ル
に
応
じ

て
避
難
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
る
。

�　

本
町
に
お
い
て
は
、
浸
水
や
洪
水
、

土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
高
い
。

 

主
な
防
災
対
策

・�

防
災
行
政
無
線
の
再
整
備
（
Ｒ
５

～
９
年
度
）

・�

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
版
（
Ｒ

８
）
を
各
戸
に
配
布

・�

災
害
時
生
活
用
水
協
力
井
戸
の
登
録

支
援
（
29
箇
所
）
※
７
月
10
日
現
在

今
後
の
課
題

・�

新
た
な
気
象
予
報
に
お
け
る
避
難
指

示
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
判
断
（
レ
ベ
ル

３
で
の
避
難
所
開
設
の
対
応
）

・�

人
口
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
自
主

避
難
や
共
助
機
能
の
低
下
へ
の
対

応
（
自
助
・
共
助
の
支
援
）

 

施
設
概
要

・�

町
の
防
災
・
減
災
拠
点
と
し
て
令

和
元
年
５
月
に
竣
工

・�

防
災
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
防
災
学
習

シ
ア
タ
ー
、
炊
き
出
し
体
験
ス

ペ
ー
ス
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
、
研
修
室
（
和
室
）
、
調
理

室
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
備
蓄

倉
庫
を
整
備

・�

災
害
時
に
は
避
難
所
と
し
て
活
用

 

施
設
利
用 

・�

開
所
以
降
１
千
９
９
０
人
が
利
用

（
コ
ロ
ナ
禍
の
２
～
３
年
は
受
入

無
し
）

・�

町
内
外
小
中
高
生
の
防
災
学
習

　

（
毎
年
利
用
す
る
学
校
も
あ
り
）

・�

一
般
の
バ
ス
観
光
で
の
見
学

・�
展
示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
水
圧
体

験
、
消
火
体
験
を
行
い
、
浸
水
、

火
事
を
体
験
的
に
学
習
可
能

・�

備
蓄
倉
庫
に
は
、
ア
ル
フ
ァ
化
米

約
２
万
９
千
食
を
は
じ
め
、
飲

料
水
、
携
帯
ト
イ
レ
、
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
、
毛
布
な
ど
の
生
活
用
品

を
備
蓄

・�

緊
急
避
難
対
応
と
し
て
は
、
令
和

５
年
６
月
の
台
風
２
号
襲
来
時
に

高
速
道
路
の
通
行
止
に
よ
り
御
坊

南
イ
ン
タ
ー
か
ら
避
難
し
て
き
た

外
国
人
観
光
客
や
、
白
浜
か
ら
帰

宅
途
中
の
修
学
旅
行
の
小
学
生
を

受
入
れ
た
実
績
が
あ
る
。

 

感
想
と
意
見 

　

防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
防
災
に
つ
い

て
学
べ
る
設
備
が
充
実
し
て
い
て
、

楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
良
い
環
境
で

あ
る
。
子
ど
も
も
含
め
活
用
し
て
ほ

し
い
。

　

水
災
害
の
体
験
設
備
で
は
、
改
め
て

災
害
の
心
得
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

　

災
害
時
の
備
蓄
品
類
も
充
実
し
て

お
り
、
状
況
を
確
認
で
き
た
。

　

施
設
利
用
報
告
で
は
、
災
害
対
策
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
困
窮
者
に
も

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
た
実
績
を
確

認
で
き
た
。

　

今
後
も
防

災
学
習
・
研

修
な
ど
幅
広

く
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ

う
、
Ｐ
Ｒ
も

検
討
し
て
も

よ
い
の
で
は

な
い
か
と
感

じ
た
。

　

本
町
は
、

水
害
、
土
砂

災
害
の
リ
ス

ク
を
考
え
た

防
災
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
津
波
の
危
険
性
は
少
な
い
が
、

家
屋
倒
壊
や
イ
ン
フ
ラ
・
道
路
の
寸

断
に
よ
る
孤
立
集
落
の
対
策
も
必
要

で
あ
り
、
町
は
防
災
や
避
難
に
つ
い

て
の
意
識
付
け
を
し
、
各
地
区
に
応

じ
た
避
難
訓
練
の
強
化
を
き
め
細
や

か
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
本
町

で
の
防
災
、
共
助
機
能
を
高
め
る
こ

と
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
改
め
て

感
じ
た
。
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視
察
実
施
日

　

令
和
８
年
７
月
13
日
（
月
）

 

目　

的

⑴ 

圃
場
整
備
の
現
場
視
察

　

� �　

県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
佐

井
地
区
の
圃
場
整
備
の
現
況
を
把

握
す
る
。

⑵ �

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害

現
場
視
察

　

� �　

坂
野
川
地
区
周
辺
の
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
状
況
と
、

そ
の
対
策
を
把
握
す
る
。

 

視
察
場
所
（
視
察
順
）

・�

佐
井
地
区
県
営
中
山
間
総
合
整
備

事
業
圃
場
（
佐
井
）

・�

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害

現
場
（
坂
野
川
周
辺
）

　 

調
査
の
経
過

　

担
当
課
長
よ
り
圃
場
整
備
及
び
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
被
害
樹
の
現

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
現
地

を
視
察
し
た
。

 

調
査
の
結
果
・
意
見

⑴ �

佐
井
地
区
県
営
中
山
間
総
合
整
備

事
業
圃
場
（
佐
井
）

　

� �　

狭
小
不
整
形
農
地
を
区
画
整
備

し
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な
農
業

生
産
基
盤
を
再
構
築
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
よ
り
令
和
10
年
度
に

か
け
て
総
事
業
費
９
億
８
千
５
百

万
円
を
投
じ
受
益
面
積
15
・
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
整
備
す
る
。
受
益
者

は
51
名
で
、
整
備
後
は
６
～
７
名

で
耕
作
予
定
。

（
委
員
の
意
見
）

　

� �　

圃
場
整
備
後
は
、
区
画
面
積
が

広
く
な
る
こ
と
で
大
型
農
機
が
使

用
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
ド
ロ
ー

ン
を
は
じ
め
ス
マ
ー
ト
農
業
の
先

駆
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、

農
業
者
が
今
後
も
継
続
し
て
営
農

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
感
じ
た
。

　

� �　

整
備
後
の
営
農
者
は
６
〜
７
名

の
予
定
で
あ
り
、
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

� �　

ま
た
、
日
高
川
に
隣
接
し
た
区

域
に
つ
い
て
、
洪
水
に
よ
る
被
害

が
危
惧
さ
れ
る
。　

⑵ �

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害

現
場
（
坂
野
川
周
辺
）

　

� �　

近
年
、
本
町
で
も
ク
ビ
ア
カ
ツ

ヤ
カ
ミ
キ
リ
の
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
被
害
が
多
く
発
生
し
て
い

る
坂
野
川
周
辺
の
道
路
沿
い
の

桜
、
旧
中
津
中
学
校
校
庭
の
桜
及

び
梅
畑
の
被
害
樹
の
現
況
を
視

察
。
そ
の
う
ち
２
箇
所
で
３
匹
の

成
虫
を
確
認
し
た
。
現
在
行
っ
て

い
る
対
策
（
被
害
樹
幹
へ
の
防
風

ネ
ッ
ト
被
覆
や
伐
採
後
の
切
り
株

へ
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
被
覆
）
で
は

不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
た
。

（
委
員
の
意
見
）

　

� �　

視
察
時
に
３
匹
も
の
成
虫
を
目

撃
し
た
こ
と
か
ら
、
相
当
数
が
生

息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
�　

今
後
も
被
害
が
拡
大
す
る
と
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
迅
速
で
効

果
的
な
対
策
が
急
務
で
あ
る
。

産
建
厚
生
常
任
委
員
会
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　令和８年８月６日、かつらぎ総合文化会
館にて和歌山県町村議会全議員研修会が行
われ「エネルギー政策の現状と課題」につ
いて学びました。原油の輸入動向や価格、
原子力需要の見直し、原子力発電の現状、
次世代航空燃料など、我が国を取り巻くエ
ネルギー情勢について学びました。
　特に海外情勢に左右されるエネルギーの安
定確保と、再生可能エネルギーを含めた多様
な電源の確保の重要性を再認識しました。

　今回の研修で得た知識を日高川町の持続
可能な地域づくりや将来の行政施策を考え
る上で生かしていきたいと思います。

町村議会研修会

　これまで本町議会では、ケーブルテレビを
通じて、決まった時間に議会の様子をご覧い
ただいてきました。10月からは、これまで
のケーブルテレビによる放送を継続すると共
に、新たにインターネットによる録画中継を
ご覧いただけるようになりました。
　インターネット録画中継により、時間や
場所にとらわれず、ケーブルテレビに加入
されていない方にもパソコンやスマート
フォンなどで議会中どのような質問や議論
が行われているかを、より多くの皆様にご

覧いただけるようになりました。
　議会をより身近に感じていただき、町政
へ関心を持っていただくきっかけになれば
幸いです。
　これからも「開かれた議会」を目指し、
町民のみなさまにわかりやすい情報発信に
努めてまいります。
　ぜひインターネット録画放送もご覧くだ
さい。

開かれた議会へ、新たな一歩

　令和８年８月28日東京渋谷公会堂にて
「町村議会広報研修会」が行われました。
　議会広報の充実を図ると共に、住民の皆
様に議会の活動や情報をわかりやすく伝える
ための、記事の
構成や写真の活
用、読みやすい
紙面づくりなど
について学びま
した。

　今回得た知識を今後の広報活動に活か
し、より身近で、読んでいただける議会広
報を目指します。

広報委員研修会

本会議録画映像配信アプリ
一般会議・議案質疑の動画が

ご覧になれます。
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